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○
行
政
手
続
法
の
施
行
及
び
こ
れ
に
伴
う
文
化
財
保
護
法
の

一
部
改
正
等
に
つ
い
て

「
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
八
号
）」
が
平
成
五
年
一
一
月
一
二
日
に
公
布

さ
れ
る
と
と
も
に
、「
行
政
手
続
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（
平
成
五
年
法
律
第
八
九
号
）」
が
同
日
公
布
さ
れ
、
同
法
に
よ
り
、
別
添
一
の
と
お
り
、

文
化
財
保
護
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
平
成
六
年
一
〇

月
一
日
に
施
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、「
文
部
省
聴
聞
手
続
規
則
（
平
成
六
年
文
部
省
令
第

三
六
号
）」
及
び
「
行
政
手
続
法
及
び
行
政
手
続
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
文
部
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
」（
平
成
六

年
文
部
省
令
第
三
七
号
）
が
平
成
六
年
九
月
二
一
日
に
公
布
さ
れ
、
同
省
令
に
よ
り
、

別
添
二
の
と
お
り
、「
文
化
財
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
処
分
等
に
関
す
る
聴
聞
及
び
不

服
申
立
規
則
（
昭
和
二
九
年
文
化
財
保
護
委
員
会
規
則
第
一
一
号
）」
の
一
部
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
同
省
令
は
「
文
化
財
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
処
分
等
に
関
す
る
聴
聞
、

意
見
及
び
不
服
申
立
規
則
」
と
し
て
、
平
成
六
年
一
〇
月
一
日
に
施
行
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
施
行
に
伴
う
文
化
財
保
護
事
務
に
つ
い
て
、
下
記
に
留
意
の

上
、
遺
漏
な
く
処
理
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
管
下
市
（
区
）
町
村
教
育
委
員
会
に
対
し
て
も
そ
の

趣
旨
が
徹
底
さ
れ
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
取
り
計
ら
い
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

記

一　

行
政
手
続
法
の
施
行
に
伴
う
文
化
財
保
護
事
務
に
つ
い
て

　

Ⅰ　

行
政
手
続
法
上
の
申
請
に
対
す
る
処
分
に
該
当
す
る
文
化
財
保
護
法
上
の
処
分

に
つ
い
て

　
　

(1)　

行
政
手
続
法
上
の
申
請
に
対
す
る
処
分
に
該
当
す
る
文
化
財
保
護
法
上
の
処

分
は
別
紙
一
の
「
一
」
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　

な
お
、
文
化
財
保
護
法
第
二
七
条
、
第
二
九
条
、
第
五
六
条
の
三
、
第
五
六

条
の
四
、
第
五
六
条
の
一
〇
、
第
五
六
条
の
一
一
、
第
六
九
条
、
第
七
〇
条

及
び
第
七
一
条
に
よ
る
文
化
財
の
指
定
、
仮
指
定
及
び
指
定
等
の
解
除
並
び

に
同
法
第
八
三
条
の
三
、
第
八
三
条
の
四
、
第
八
三
条
の
五
、
第
八
三
条
の

七
及
び
第
八
三
条
の
八
に
よ
る
選
定
及
び
選
定
の
解
除
に
つ
い
て
は
、
行
政

手
続
法
上
の
処
分
に
は
該
当
せ
ず
、
同
法
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
。

　
　

(2)　

行
政
手
続
法
第
五
条
に
基
づ
く
審
査
基
準
に
つ
い
て
は
、
別
紙
二
の
と
お
り

「
重
要
文
化
財
及
び
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状
変
更
等
に
係
る
審
査
基
準

に
つ
い
て
」
を
定
め
た
こ
と
。

　
　

(3)　

行
政
手
続
法
第
六
条
に
基
づ
く
標
準
処
理
期
間
に
つ
い
て
は
、
別
紙
三
の
と

お
り
「
重
要
文
化
財
及
び
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状
変
更
等
に
係
る
標

準
処
理
期
間
に
つ
い
て
」
を
定
め
た
こ
と
。

　
　
　
　
「
重
要
文
化
財
及
び
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状
変
更
等
に
係
る
標
準
処

理
期
間
に
つ
い
て
」
に
定
め
ら
れ
た
標
準
処
理
期
間
に
は
、
各
都
道
府
県
教

育
委
員
会
の
実
情
等
を
勘
案
し
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
お
け
る
処
理
期

間
を
含
め
な
い
こ
と
と
し
た
が
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
お
か
れ
て
は
、

行
政
手
続
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
事
務
処
理
の
迅
速
化
に
努
め
ら
れ
た
い
こ

と
。

　
　

(4)　

別
紙
二
及
び
別
紙
三
以
外
の
文
化
財
保
護
法
上
の
申
請
に
対
す
る
処
分
に
関

す
る
審
査
基
準
及
び
標
準
処
理
期
間
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
実
例
が
な
い
こ

と
等
に
か
ん
が
み
、
当
分
の
間
、
審
査
基
準
及
び
標
準
処
理
期
間
を
定
め
な

い
こ
と
と
し
た
こ
と
。

　

Ⅱ　

行
政
手
続
法
上
の
不
利
益
処
分
に
該
当
す
る
文
化
財
保
護
法
上
の
処
分
に
つ
い

て

　
　

(1)　

行
政
手
続
法
上
の
不
利
益
処
分
に
該
当
す
る
文
化
財
保
護
法
上
の
処
分
は
別

紙
一
の
「
二
」
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　

な
お
、
文
化
財
保
護
法
第
二
七
条
、
第
二
九
条
、
第
五
六
条
の
三
、
第
五
六

平
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条
の
四
、
第
五
六
条
の
一
〇
、
第
五
六
条
の
一
一
、
第
六
九
条
、
第
七
〇
条

及
び
第
七
一
条
に
よ
る
文
化
財
の
指
定
、
仮
指
定
及
び
指
定
等
の
解
除
並
び

に
同
法
第
八
三
条
の
三
、
第
八
三
条
の
四
、
第
八
三
条
の
五
、
第
八
三
条
の

七
及
び
第
八
三
条
の
八
に
よ
る
選
定
及
び
選
定
の
解
除
に
つ
い
て
は
、
行
政

手
続
法
上
の
不
利
益
処
分
に
は
該
当
せ
ず
、
同
法
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
。

　
　

(2)　

行
政
手
続
法
第
一
二
条
に
基
づ
く
処
分
基
準
に
つ
い
て
は
、
別
紙
四
の
と
お

り
「
重
要
文
化
財
及
び
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
等
に
係
る
不
利
益
処
分
に
関

す
る
処
分
基
準
に
つ
い
て
」
を
定
め
た
こ
と
。

　
　

(3)　

別
紙
四
以
外
の
文
化
財
保
護
法
上
の
不
利
益
処
分
に
関
す
る
処
分
基
準
に
つ

い
て
は
、
過
去
に
実
例
が
な
い
こ
と
、
事
案
が
極
め
て
多
様
で
あ
る
こ
と
等

に
か
ん
が
み
、
あ
ら
か
じ
め
具
体
的
な
基
準
を
画
一
的
に
定
め
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
た
め
、
当
分
の
間
、
処
分
基
準
を
定
め
な
い
こ
と
と
し
た
こ
と
。

　

Ⅲ　

地
方
公
共
団
体
の
機
関
が
行
う
処
分
等
に
つ
い
て

　
　

(1)　

地
方
公
共
団
体
の
機
関
が
行
う
処
分
（
そ
の
根
拠
規
定
が
条
例
又
は
規
則
に

置
か
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）
及
び
地
方
公
共
団
体
の
機
関
に
対
す
る
届
出

（
そ
の
根
拠
規
定
が
条
例
又
は
規
則
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）
に
つ

い
て
は
、
地
方
自
治
の
尊
重
の
観
点
か
ら
行
政
手
続
法
の
適
用
除
外
で
あ
る

こ
と
。

　
　
　
　

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
が
行
う
行
政
指
導
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
法
律
に
規

定
さ
れ
る
事
項
を
実
施
す
る
も
の
か
、
条
例
で
規
定
さ
れ
る
事
項
を
実
施
す

る
も
の
か
を
問
わ
ず
、
一
律
に
行
政
手
続
法
の
適
用
除
外
で
あ
る
こ
と
。

　
　

(2)　

文
化
財
保
護
法
第
九
八
条
第
二
項
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
が
定
め
た
条
例

（
い
わ
ゆ
る
文
化
財
保
護
条
例
）
に
基
づ
く
処
分
等
に
つ
い
て
は
、
根
拠
規
定

が
条
例
で
あ
る
た
め
、
行
政
手
続
法
の
適
用
除
外
で
あ
る
こ
と
。

　
　

(3)　

文
化
財
保
護
法
第
八
三
条
の
三
第
一
項
に
よ
り
市
町
村
が
定
め
た
条
例
（
い

わ
ゆ
る
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
条
例
）
に
基
づ
く
処
分
等
に
つ
い

て
は
、
根
拠
規
定
が
文
化
財
保
護
法
で
あ
る
た
め
、
行
政
手
続
法
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
。

　
　
　
　

こ
の
た
め
、
当
該
条
例
を
制
定
し
て
い
る
市
町
村
に
お
か
れ
て
は
、
行
政
手

続
法
上
の
申
請
に
対
す
る
処
分
に
該
当
す
る
処
分
に
つ
い
て
、
行
政
手
続
法

第
五
条
に
基
づ
く
審
査
基
準
を
定
め
る
と
と
も
に
、
行
政
手
続
法
第
六
条
に

基
づ
く
標
準
処
理
期
間
を
定
め
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
く
、
ま
た
、
当
該
条
例

中
に
行
政
手
続
法
上
の
不
利
益
処
分
に
該
当
す
る
処
分
が
規
定
さ
れ
て
い
る

場
合
に
は
、
行
政
手
続
法
第
一
二
条
に
基
づ
く
処
分
基
準
を
定
め
る
よ
う
努

め
る
と
と
も
に
、
行
政
手
続
法
等
に
基
づ
く
意
見
聴
取
の
た
め
の
手
続
を
執

る
こ
と
と
さ
れ
た
い
こ
と
。

　
　
　
　

な
お
、
当
該
条
例
中
に
現
状
変
更
の
許
可
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
行
政
手
続
法
第
五
条
に
基
づ
く
審
査
基
準
を
改
め
て
定
め
る
必
要
は
な

い
こ
と
。

(4)　

文
化
財
保
護
法
第
九
九
条
に
よ
り
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
委
任
さ
れ
た

文
化
庁
長
官
の
権
限
に
基
づ
く
処
分
に
つ
い
て
は
、
根
拠
規
定
が
文
化
財
保

護
法
で
あ
る
た
め
、
行
政
手
続
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
。

　
　
　
　

こ
の
た
め
、
当
該
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
お
か
れ
て
は
、
行
政
手
続
法

上
の
申
請
に
対
す
る
処
分
に
該
当
す
る
処
分
に
つ
い
て
、
別
紙
二
及
び
別
紙

三
を
参
考
に
、
行
政
手
続
法
第
五
条
に
基
づ
く
審
査
基
準
を
定
め
る
と
と
も

に
、
行
政
手
続
法
第
六
条
に
基
づ
く
標
準
処
理
期
間
を
定
め
る
よ
う
努
め
ら

れ
た
く
、
ま
た
、
行
政
手
続
法
上
の
不
利
益
処
分
に
該
当
す
る
処
分
に
つ
い
て
、

別
紙
四
を
参
考
に
、
行
政
手
続
法
第
一
二
条
に
基
づ
く
処
分
基
準
を
定
め
る

よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
行
政
手
続
法
等
に
基
づ
く
意
見
陳
述
の
た
め
の
手

続
を
執
る
こ
と
と
さ
れ
た
い
こ
と
。

二　

文
化
財
保
護
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

(1)　

概
要

　
　
　
　

文
化
財
保
護
法
で
は
、
従
前
か
ら
、
聴
聞
等
の
事
前
手
続
が
整
備
さ
れ
て
い

た
が
、
行
政
手
続
法
の
施
行
に
伴
い
、
当
該
事
前
手
続
に
つ
い
て
は
原
則
と

し
て
行
政
手
続
法
で
定
め
る
手
続
き
に
従
う
こ
と
と
し
、
ま
た
、
文
化
財
の

所
有
者
等
の
権
利
保
護
が
従
前
以
下
の
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
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整
理
し
、
行
政
手
続
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に

よ
り
、
所
要
の
規
定
改
正
を
行
っ
た
こ
と
。

　
　
　
　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
行
政
手
続
法
で
定
め
る
事
前
手
続
が
適
用
さ
れ
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
従
前
の
手
続
に
係
る
規
定
を
削
除
す
る
と
と
も
に
、
弁
明
に

代
え
て
聴
聞
を
行
う
場
合
や
聴
聞
の
公
開
等
の
特
例
を
設
け
る
こ
と
と
し
た

こ
と
。

　
　
　
　

ま
た
、
行
政
手
続
法
で
は
不
利
益
処
分
と
さ
れ
て
い
な
い
各
種
措
置
の
施
行

　

の
う
ち
、
文
化
財
保
護
法
に
よ
り
聴
聞
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
、行
政
手
続
法
上
の
聴
聞
と
区
別
す
る
た
め
、用
語
を
従
来
の
「
聴

聞
」
か
ら
「
意
見
の
聴
取
」
に
改
め
、
従
来
ど
お
り
の
手
続
を
行
う
こ
と
と

し
た
こ
と
。

　
　

(2)　

主
な
改
正
の
内
容

　
　
　

主
な
改
正
の
内
容
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　

①　

第
四
八
条
第
四
項
た
だ
し
書
関
係

　
　
　
　
　

文
化
庁
長
官
に
よ
る
公
開
命
令
を
発
す
る
際
に
は
、
行
政
手
続
法
に
よ
り

弁
明
の
機
会
を
付
与
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
事
後
手
続
に
係
る
部
分
を

削
除
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
。

　
　
　

②　

第
八
五
条
関
係

　
　
　
　

・
第
一
項

　
　
　
　
　

本
条
で
は
、
聴
聞
を
行
う
べ
き
処
分
・
措
置
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
行

政
手
続
法
の
施
行
に
伴
い
、
同
法
に
基
づ
き
聴
聞
を
行
う
べ
き
処
分
及
び

事
前
手
続
を
必
要
と
し
な
い
措
置
に
関
す
る
規
定
を
削
除
す
る
と
と
も
に
、

行
政
手
続
法
で
は
弁
明
の
機
会
を
付
与
す
れ
ば
足
り
る
処
分
に
つ
い
て
特

に
聴
聞
を
行
う
こ
と
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
こ
と
。

　
　
　
　

・
第
二
項

　
　
　
　
　

行
政
手
続
法
の
特
例
と
し
て
、
聴
聞
の
期
日
の
一
〇
日
前
ま
で
に
、
聴
聞

の
通
知
を
し
、
か
つ
、
処
分
の
内
容
並
び
に
聴
聞
の
期
日
及
び
場
所
を
公

示
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
　

・
第
三
項

　
　
　
　
　

行
政
手
続
法
の
特
例
と
し
て
、
聴
聞
の
審
理
は
公
開
に
よ
り
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
こ
と
。

　
　
　

③　

第
八
五
条
の
二
関
係

　
　
　
　
　

現
行
法
の
第
八
五
条
に
お
い
て
聴
聞
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
不
利
益

処
分
に
該
当
し
な
い
各
種
措
置
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
上
の
聴
聞
と

区
別
す
る
た
め
、用
語
を
従
来
の
「
聴
聞
」
か
ら
「
意
見
の
聴
取
」
に
改
め
、

従
来
ど
お
り
の
手
続
を
行
う
こ
と
と
し
た
こ
と
。

　
　
　

④　

第
八
五
条
の
三
〜
第
八
五
条
の
五
関
係

　
　
　
　
　

現
行
法
で
は
、
特
定
の
異
議
申
立
て
の
決
定
に
際
し
聴
聞
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
が
（
第
八
五
条
の
三
）、
行
政
手
続
法
上
の
聴
聞
と
区
別
す
る
た

め
、
用
語
を
従
来
の
「
聴
聞
」
か
ら
「
意
見
の
聴
取
」
に
改
め
、
従
来
ど

お
り
の
手
続
を
行
う
こ
と
と
し
た
こ
と
。

　
　
　

⑤　

第
九
九
条
第
二
項
関
係

　
　
　
　
　

機
関
委
任
事
務
に
係
る
処
分
で
、
行
政
手
続
法
上
の
聴
聞
の
規
定
の
適
用

の
あ
る
も
の
に
関
す
る
部
分
を
削
除
す
る
と
と
も
に
、
不
利
益
処
分
に
該

当
し
な
い
各
種
措
置
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
、
第
八
五
条
の
二
の
改
正

に
伴
い
、
規
定
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
こ
と
。

　
　
　

⑥　

第
一
〇
三
条
第
四
項
関
係

　
　
　
　
　

届
出
等
の
到
達
時
期
に
関
し
て
は
、
行
政
手
続
法
第
三
七
条
に
同
趣
旨
の

規
定
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
削
除
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
。

　
　
　
　
　

た
だ
し
、
行
政
手
続
法
第
三
七
条
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
（
報
告
、

申
出
及
び
指
定
書
の
返
付
）
に
つ
い
て
も
、
同
条
を
準
用
さ
せ
る
こ
と
と

す
る
。

三　

文
化
財
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
処
分
等
に
関
す
る
聴
聞
及
び
不
服
申
立
規
則
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　
　

(1)　

概
要

　
　
　
　

行
政
手
続
法
、
行
政
手
続
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
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律
及
び
文
部
省
聴
聞
手
続
規
則
の
施
行
に
伴
い
、
行
政
手
続
法
及
び
文
部
省

聴
聞
手
続
規
則
と
重
複
す
る
規
定
を
削
除
す
る
と
と
も
に
、
文
化
財
保
護
法

上
新
た
に
設
け
ら
れ
た
意
見
の
聴
取
に
関
す
る
規
定
を
加
え
た
こ
と
。

　
　

(2)　

主
な
改
正
の
内
容

　
　
　
　

主
な
改
正
の
内
容
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　

・
意
見
の
聴
取
の
手
続
に
関
す
る
規
定
を
加
え
た
こ
と
に
伴
い
、
題
名
の
改

正
を
行
っ
た
こ
と
。

　
　
　
　

・
聴
聞
手
続
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
及
び
文
部
省
聴
聞
手
続
規
則
に
よ

る
こ
と
と
し
、
聴
聞
の
続
行
の
場
合
の
公
示
の
規
定
等
特
例
の
み
を
規

定
し
た
こ
と
。

　
　
　
　

・
行
政
手
続
法
で
は
不
利
益
処
分
と
さ
れ
て
い
な
い
各
種
措
置
の
施
行
の
う

ち
、
文
化
財
保
護
法
に
よ
り
聴
聞
を
行
う
と
さ
れ
て
い
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
行
政
手
続
法
上
の
聴
聞
と
区
別
す
る
た
め
、
用
語
を
従
来
の
「
聴

聞
」
か
ら
「
意
見
の
聴
取
」
に
改
め
る
と
と
も
に
、
当
該
手
続
に
関
す

る
章
を
設
け
、
当
該
手
続
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
の
手
続
と
し
た

こ
と
。

別
紙
一

一　

行
政
手
続
法
上
の
申
請
に
対
す
る
処
分
に
該
当
す
る
文
化
財
保
護
法
上
の
処
分
に

　

つ
い
て

　

(1)　

申
請
に
対
す
る
処
分
一
覧
表

当　

該　

条　

項
　
　

処　

分　

の　

概　

要

第
四
三
条
第
一
項
　

重
要
文
化
財
の
現
状
変
更
等
の
許
可

第
四
四
条

　

重
要
文
化
財
の
輸
出
の
許
可

第
四
六
条
第
三
項
　

重
要
文
化
財
の
有
償
譲
渡
に
係
る
国
に
対
す
る
売
渡
の
申
出
に
対
す

　

る
当
該
重
要
文
化
財
を
買
い
取
ら
な
い
旨
の
通
知

第
四
八
条
第
五
項
　

重
要
文
化
財
の
文
化
庁
長
官
の
行
う
公
開
へ
の
出
品
の
承
認

第
五
一
条
第
七
項
　

重
要
文
化
財
の
国
庫
の
費
用
負
担
に
よ
る
公
開
の
承
認

第
五
三
条
第
一
項
　

重
要
文
化
財
の
所
有
者
等
以
外
に
よ
る
公
開
の
許
可

　

重
要
文
化
財
の
所
有
者
等
以
外
に
よ
る
公
開
が
届
出
で
足
り
る
施
設

　

の
承
認

第
五
六
条
の
七
第

二
項

　

重
要
無
形
文
化
財
の
国
庫
の
費
用
負
担
に
よ
る
公
開
の
承
認

第
五
六
条
の
七
第

三
項

　

重
要
無
形
文
化
財
の
記
録
の
国
庫
補
助
に
よ
る
公
開
の
承
認

第
五
六
条
の
一
四
　

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
有
償
譲
渡
に
係
る
国
に
対
す
る
売
渡
の
申

　

出
に
対
す
る
当
該
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
を
買
い
取
ら
な
い
旨
の
通

　

知

第
五
六
条
の
一
六
　

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
文
化
庁
長
官
の
行
う
公
開
へ
の
出
品
の
承

　

認

　

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
国
庫
の
費
用
負
担
に
よ
る
公
開
の
承
認

第
五
六
条
の
一
九

第
二
項

　

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
記
録
の
国
庫
補
助
に
よ
る
公
開
の
承
認

第
八
〇
条
第
一
項
　

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状
変
更
等
の
許
可
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(2)　

申
請
に
対
す
る
処
分
と
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
の
対
応

　
　
　

行
政
庁
は
、
行
政
手
続
法
上
の
申
請
に
対
す
る
処
分
に
関
し
、
行
政
手
続
法
第

五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
基
準
を
定
め
る
と
と
も
に
、
第
六
条
に
規
定
す
る

標
準
処
理
期
間
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

申
請
に
対
す
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
第
五
条
〜
第
一
一
条
に
規
定

さ
れ
て
い
る
。

二　

行
政
手
続
法
上
の
不
利
益
処
分
に
該
当
す
る
文
化
財
保
護
法
上
の
処
分
に
つ
い
て

　

(1)　

不
利
益
処
分
一
覧
表

当　

該　

条　

項

　
　

処　

分　

の　

概　

要

第
三
〇
条

　

重
要
文
化
財
の
管
理
に
関
し
必
要
な
指
示

第
三
二
条
の
三
第

一
項

　

重
要
文
化
財
の
管
理
団
体
の
指
定
解
除

第
三
六
条
第
一
項

　

重
要
文
化
財
の
管
理
者
選
定
、
管
理
方
法
改
善
等
の
命
令

第
三
七
条
第
一
項

　

国
宝
の
修
理
に
必
要
な
命
令

第
四
〇
条
第
二
項

　

国
宝
の
修
理
に
要
す
る
費
用
の
徴
収

第
四
三
条
第
四
項

　

重
要
文
化
財
の
現
状
変
更
の
許
可
取
消
、
行
為
停
止
命
令

第
四
八
条
第
二
項

　

重
要
文
化
財
の
公
開
の
た
め
の
出
品
命
令

第
五
一
条
第
二
項

　

重
要
文
化
財
の
公
開
命
令

第
五
一
条
第
四
項

　

重
要
文
化
財
の
公
開
、
公
開
に
係
る
管
理
に
関
し
必
要
な
指
示

第
五
一
条
第
五
項

　

重
要
文
化
財
の
公
開
停
止
、
中
止
命
令

第
五
一
条
第
七
項

　

重
要
文
化
財
の
公
開
停
止
、
中
止
命
令

第
五
一
条
の
二

　

重
要
文
化
財
の
公
開
停
止
、
中
止
命
令

第
五
三
条
第
三
項

　

重
要
文
化
財
の
公
開
の
許
可
取
消
、
公
開
停
止
命
令

第
五
六
条
の
七
第

二
項

　

重
要
無
形
文
化
財
の
公
開
停
止
、
中
止
命
令

第
五
六
条
の
一
二

　

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
管
理
団
体
の
指
定
解
除

第
五
六
条
の
一
四

　

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
管
理
者
選
任
、
管
理
方
法
改
善
等
の

　

命
令

第
五
六
条
の
十
五

第
二
項

　

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
公
開
停
止
、
中
止
命
令

第
五
六
条
の
一
六

　

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
公
開
の
た
め
の
出
品
命
令

　

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
公
開
命
令

　

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
公
開
停
止
、
中
止
命
令

第
五
七
条
第
二
項

　

埋
蔵
文
化
財
発
掘
の
禁
止
、
停
止
、
中
止
命
令

第
五
七
条
の
五
第

二
項

　

遺
跡
発
見
時
の
現
状
変
更
行
為
の
停
止
、
禁
止
命
令

第
五
七
条
の
五
第

五
項

　

遺
跡
発
見
時
の
現
状
変
更
禁
止
期
間
の
延
長

第
五
七
条
の
五
第

七
項

　

遺
跡
発
見
時
の
現
状
変
更
行
為
の
停
止
、
禁
止
命
令

　

遺
跡
発
見
時
の
現
状
変
更
禁
止
期
間
の
延
長

第
七
一
条
の
三
第

一
項

　

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
団
体
の
指
定
解
除

第
七
六
条
第
一
項

　

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
方
法
改
善
、
保
存
施
設
設
置
等

　

の
命
令

第
七
七
条
第
一
項

　

特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
復
旧
命
令

第
七
八
条
第
二
項

　

特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
復
旧
に
要
す
る
費
用
の
徴
収

第
八
〇
条
第
三
項

　

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状
変
更
の
許
可
取
消
、
行
為
停
止

　

命
令

第
八
〇
条
第
七
項

　

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
無
許
可
変
更
者
等
へ
の
原
状
回
復
命

　

令

第
八
一
条
第
三
項

　

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
制
限
違
反
者
へ
の
原
状
回
復
命
令
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(2)　

不
利
益
処
分
と
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
の
対
応

　
　
　

行
政
庁
は
、
行
政
手
続
法
上
の
不
利
益
処
分
に
関
し
、
行
政
手
続
法
第
一
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
基
準
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
行
政
手
続
法
第
一
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
聴
聞
又
は
同
項
第
二
号

に
規
定
す
る
弁
明
の
機
会
の
付
与
と
い
う
意
見
陳
述
の
た
め
の
手
続
を
執
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

聴
聞
に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
第
一
五
条
〜
第
二
七
条
（
第

二
〇
条
第
六
項
を
除
く
。）
の
ほ
か
、
文
化
財
保
護
法
、
文
部
省
聴
聞
規
定
（
第

八
条
を
除
く
。）
及
び
文
化
財
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
処
分
等
に
関
す
る
聴
聞
及

び
不
服
申
立
規
則
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

弁
明
の
機
会
の
付
与
に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
第
二
九
条
〜

第
三
一
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

別
紙
二

重
要
文
化
財
及
び
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状
変
更
等
の
審
査
基
準
に
つ
い
て

　

重
要
文
化
財
の
現
状
変
更
又
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
（
以
下
「
現
状
変
更
等
」

と
い
う
。）
の
許
可
、
輸
出
の
許
可
、
文
化
庁
長
官
の
行
う
公
開
へ
の
出
品
の
承
認
、

国
庫
の
費
用
負
担
に
よ
る
公
開
の
承
認
及
び
所
有
者
等
以
外
に
よ
る
公
開
の
許
可
並
び

に
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状
変
更
等
の
許
可
に
係
る
審
査
基
準
は
以
下
の
と
お
り

と
す
る
。

１　

重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
の
現
状
変
更
等
の
許
可
（
文
化
財
保
護
法
第
四
三
条
第

一
項
）
に
係
る
審
査
基
準
に
つ
い
て

　
　

現
状
変
更
等
が
当
該
指
定
建
造
物
の
意
匠
、
材
質
、
技
法
、
環
境
等
か
ら
構
成
さ

れ
る
「
文
化
財
と
し
て
の
価
値
」
の
存
続
に
相
当
程
度
の
支
障
と
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
か
否
か
。

２　

重
要
文
化
財
（
美
術
工
芸
品
）
の
現
状
変
更
等
の
許
可
（
文
化
財
保
護
法
第
四
三

条
第
一
項
）
に
係
る
審
査
基
準
に
つ
い
て

　

(1)　

現
状
変
更
等
が
指
定
物
件
の
保
存
及
び
指
定
の
要
件
保
持
に
支
障
と
な
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
か
否
か
。

　

(2)　

現
状
変
更
等
が
歴
史
的
、
芸
術
的
、
学
術
的
等
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
見
て
妥
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
か
否
か
。

３　

重
要
文
化
財
の
輸
出
の
許
可
（
文
化
財
保
護
法
第
四
四
条
）
に
係
る
審
査
基
準
に

つ
い
て

　

(1)　

国
際
交
流
を
目
的
と
し
た
展
覧
会
へ
の
出
品
で
あ
る
か
否
か
。

　

(2)　

国
宝
・
重
要
文
化
財
公
開
取
扱
注
意
品
目
（
昭
和
二
九
年
七
月
決
定
、
昭
和

四
四
年
一
二
月
改
訂
）
に
該
当
す
る
か
否
か
。

　

(3)　

展
示
環
境
や
輸
送
、
梱
包
等
が
指
定
物
件
の
保
存
に
影
響
を
与
え
る
か
否
か
。

４　

重
要
文
化
財
の
文
化
庁
長
官
の
行
う
公
開
へ
の
出
品
の
承
認
（
文
化
財
保
護
法
第

四
八
条
第
五
項
）
に
係
る
審
査
基
準
に
つ
い
て

　

(1)　

出
品
を
希
望
す
る
館
の
展
示
計
画
に
沿
っ
て
い
る
か
否
か
。

　

(2)　

国
宝
・
重
要
文
化
財
公
開
取
扱
注
意
品
目
（
昭
和
二
九
年
七
月
決
定
、
昭
和

四
四
年
一
二
月
改
訂
）
に
該
当
す
る
か
否
か
。

(3)　

出
品
が
指
定
物
件
の
保
存
に
影
響
を
与
え
る
か
否
か
。

５　

重
要
文
化
財
の
国
庫
の
費
用
負
担
に
よ
る
公
開
の
承
認
（
文
化
財
保
護
法
第
五
一

条
第
七
項
）
に
係
る
審
査
基
準
に
つ
い
て

　

(1)　

公
開
し
よ
う
と
す
る
館
が
施
設
面
、
展
示
環
境
面
等
に
つ
い
て
妥
当
か
否
か
。

(2)　

国
宝
・
重
要
文
化
財
公
開
取
扱
注
意
品
目
（
昭
和
二
九
年
七
月
決
定
、
昭
和

四
四
年
一
二
月
改
訂
）
に
該
当
す
る
か
否
か
。

　

(3)　

公
開
が
指
定
物
件
の
保
存
に
影
響
を
与
え
る
か
否
か
。

　

(4)　

公
開
の
実
施
体
制
が
整
っ
て
い
る
か
否
か
。

６　

重
要
文
化
財
の
所
有
者
等
以
外
に
よ
る
公
開
の
許
可
（
文
化
財
保
護
法
第
五
三
条

第
一
項
）
に
係
る
審
査
基
準
に
つ
い
て

　

(1)　

公
開
場
所
と
な
る
施
設
に
お
い
て
、
過
去
に
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
公
開
し
た

こ
と
が
あ
る
か
否
か
。

　

(2)　

新
設
施
設
及
び
過
去
に
公
開
を
し
た
こ
と
が
な
い
施
設
の
場
合
は
、「
都
道
府

県
教
育
委
員
会
へ
の
権
限
委
任
に
つ
い
て
（
昭
和
三
九
年
六
月
二
七
日　

文
委
庶
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第
四
五
号　

文
化
財
保
護
委
員
会
事
務
局
長
か
ら
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
教

育
長
あ
て
通
知
）」
を
準
用
し
て
事
前
に
協
議
を
し
た
か
否
か
。

(3)　

国
宝
・
重
要
文
化
財
公
開
取
扱
注
意
品
目
（
昭
和
二
九
年
七
月
決
定
、
昭
和

四
四
年
一
二
月
改
訂
）
に
該
当
す
る
か
否
か
。

　

(4)　

公
開
が
指
定
物
件
の
保
存
に
影
響
を
与
え
る
か
否
か
。

　

(5)　

公
開
の
実
施
体
制
が
整
っ
て
い
る
か
否
か
。

７　

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状
変
更
等
の
許
可
（
文
化
財
保
護
法
第
八
〇
条
）
に

係
る
審
査
基
準
に
つ
い
て

　

(1)　

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
関
し
て
保
存
管
理
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合

　
　
　

当
該
保
存
管
理
計
画
に
定
め
ら
れ
た
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
か

否
か
。

　

(2)　

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
関
し
て
保
存
管
理
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合

　
　

ア　

現
状
変
更
等
が
指
定
の
解
除
又
は
一
部
解
除
に
つ
な
が
る
も
の
と
認
め
ら
れ

る
か
否
か
。

　
　

イ　

現
状
変
更
等
が
指
定
物
件
の
保
存
に
相
当
程
度
の
支
障
と
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
か
否
か
。

　
　

ウ　

現
状
変
更
等
が
指
定
物
件
の
整
備
に
相
当
程
度
の
支
障
と
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
か
否
か
。

別
紙
三

重
要
文
化
財
及
び
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状
変
更
等
に
係
る
標
準
処
理
期
間
に
つ

い
て

　

重
要
文
化
財
の
現
状
変
更
又
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
（
以
下
「
現
状
変
更
等
」

と
い
う
。）
の
許
可
、
輸
出
の
許
可
、
文
化
庁
長
官
の
行
う
公
開
へ
の
出
品
の
承
認
、

国
庫
の
費
用
負
担
に
よ
る
公
開
の
承
認
及
び
所
有
者
等
以
外
に
よ
る
公
開
の
許
可
並
び

に
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状
変
更
等
の
許
可
に
係
る
標
準
処
理
期
間
（
申
請
が
文

化
庁
に
到
達
し
て
か
ら
当
該
申
請
に
対
す
る
処
分
を
す
る
ま
で
に
通
常
要
す
べ
き
標
準

的
な
期
間
）
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

１　

重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
の
現
状
変
更
等
の
許
可
（
文
化
財
保
護
法
第
四
三
条
第

一
項
）
に
係
る
標
準
処
理
期
間
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

三
か
月

　
　

た
だ
し
、
調
査
等
に
相
当
の
期
間
が
必
要
な
場
合
は
、
申
請
者
に
対
し
調
査
等
に

要
す
る
期
間
を
通
知
す
る
。

２　

重
要
文
化
財
（
美
術
工
芸
品
）
の
現
状
変
更
等
の
許
可
（
文
化
財
保
護
法
第
四
三

条
第
一
項
）
に
係
る
標
準
処
理
期
間
に
つ
い
て

　

(1)　

保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
の
許
可
に
係
る
標
準
処
理
期
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
か
月

　

(2)　

現
状
変
更
の
許
可
に
係
る
標
準
処
理
期
間　
　
　
　
　
　

三
か
月

　
　

た
だ
し
、
申
請
書
、
添
付
書
類
等
に
不
備
が
あ
る
場
合
又
は
指
定
物
件
の
指
定
要

素
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

３　

重
要
文
化
財
の
輸
出
の
許
可
（
文
化
財
保
護
法
第
四
四
条
）
に
係
る
標
準
処
理
期

間
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
か
月

た
だ
し
、
申
請
書
、
添
付
書
類
等
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

４　

文
化
庁
長
官
が
行
う
公
開
へ
の
重
要
文
化
財
の
出
品
の
承
認
（
文
化
財
保
護
法
第

四
八
条
第
五
項
）
に
係
る
標
準
処
理
期
間
に
つ
い
て　
　
　
　

一
か
月

た
だ
し
、
申
請
書
、
添
付
書
類
等
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

５　

国
庫
の
費
用
負
担
に
よ
る
重
要
文
化
財
の
公
開
の
申
出
に
対
す
る
承
認
（
文
化
財

保
護
法
第
五
一
条
第
七
項
）
に
係
る
標
準
処
理
期
間
に
つ
い
て 

一
か
月

た
だ
し
、
申
請
書
、
添
付
書
類
等
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

６　

所
有
者
等
以
外
に
よ
る
重
要
文
化
財
の
公
開
の
許
可
（
文
化
財
保
護
法
第
五
三
条

第
一
項
）
に
係
る
標
準
処
理
期
間
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

二
〇
日

た
だ
し
、
申
請
書
、
添
付
書
類
等
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

７　

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状
変
更
等
の
許
可
（
文
化
財
保
護
法
第
八
〇
条
）
に

係
る
標
準
処
理
期
間
に
つ
い
て

　

(1)　

現
状
変
更
等
が
軽
易
な
も
の
又
は
定
型
的
な
も
の
で
あ
る
場
合

一
か
月
〜
二
か
月

　

(2)　

(1)
以
外
の
場
合 

 
 

 

　
　

二
か
月
〜
三
か
月
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た
だ
し
、
申
請
書
、
添
付
書
類
等
に
不
備
が
あ
る
場
合
又
は
申
請
者
そ
の
他
の
関

係
者
と
の
調
整
を
要
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

ま
た
、
現
状
変
更
等
が
指
定
物
件
の
指
定
要
素
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

の
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

別
紙
四

重
要
文
化
財
及
び
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
等
に
係
る
不
利
益
処
分
に
関
す
る
処
分
基
準

に
つ
い
て

　

重
要
文
化
財
等
の
管
理
団
体
の
指
定
の
解
除
、
重
要
文
化
財
等
の
管
理
に
関
す
る
命

令
、
重
要
文
化
財
等
の
現
状
変
更
又
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
（
以
下
「
現
状
変

更
等
」
と
い
う
。）
の
許
可
取
消
・
行
為
停
止
命
令
及
び
重
要
文
化
財
等
の
公
開
停
止
・

中
止
命
令
に
係
る
処
分
基
準
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

１　

重
要
文
化
財
の
管
理
団
体
の
指
定
の
解
除
（
文
化
財
保
護
法
第
三
二
条
の
三
第
一

項
）
に
係
る
行
政
手
続
法
第
一
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
基
準
に
つ
い
て

　
　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

　

(1)　

重
要
文
化
財
の
所
有
者
又
は
文
化
財
保
護
法
第
三
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

選
任
さ
れ
た
管
理
の
責
に
任
ず
べ
き
者
に
よ
る
管
理
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
。

　

(2)　

当
該
管
理
団
体
に
よ
る
管
理
が
困
難
又
は
不
適
当
で
あ
り
、
他
の
団
体
に
よ
る

管
理
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

２　

重
要
文
化
財
の
管
理
に
関
す
る
命
令
（
文
化
財
保
護
法
第
三
六
条
第
一
項
）
に
係

る
行
政
手
続
法
第
一
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
基
準
に
つ
い
て

　
　

重
要
文
化
財
を
管
理
す
る
者
に
よ
る
管
理
が
不
十
分
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
か

つ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

　

(1)　

重
要
文
化
財
の
価
値
を
著
し
く
損
な
う
こ
と
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
。

　

(2)　

重
要
文
化
財
の
指
定
の
解
除
又
は
一
部
解
除
に
つ
な
が
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
。

　

(3)　

重
要
文
化
財
の
保
存
に
相
当
程
度
支
障
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
。

３　

重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
の
現
状
変
更
等
の
許
可
の
条
件
に
従
わ
な
か
っ
た
者
に

対
す
る
現
状
変
更
等
の
停
止
命
令
又
は
許
可
の
取
消
し
（
文
化
財
保
護
法
第
四
三
条

第
四
項
）
に
係
る
行
政
手
続
法
第
一
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
基
準
に
つ
い

て

　
　

重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
の
現
状
変
更
等
の
許
可
の
条
件
に
従
わ
ず
に
行
わ
れ
た

現
状
変
更
等
で
、
次
に
該
当
す
る
場
合

　
　

・　

現
状
変
更
等
が
当
該
指
定
建
造
物
の
意
匠
、
材
質
、
技
法
、
環
境
等
か
ら
構

成
さ
れ
る
「
文
化
財
と
し
て
の
価
値
」
の
存
続
に
相
当
程
度
の
支
障
と
な
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

４　

重
要
文
化
財
（
美
術
工
芸
品
）
の
現
状
変
更
等
の
許
可
の
条
件
に
従
わ
な
か
っ
た

者
に
対
す
る
現
状
変
更
等
の
停
止
命
令
又
は
許
可
の
取
消
（
文
化
財
保
護
法
第
四
三

条
第
四
項
）
に
係
る
行
政
手
続
法
第
一
二
条
第
一
項
に
よ
る
処
分
基
準
に
つ
い
て

　
　

重
要
文
化
財
（
美
術
工
芸
品
）
の
現
状
変
更
等
の
許
可
の
条
件
に
従
わ
ず
に
行
わ

れ
た
現
状
変
更
等
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

　

(1)　

現
状
変
更
等
が
指
定
物
件
の
保
存
及
び
指
定
の
要
件
保
持
に
支
障
と
な
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

　

(2)　

現
状
変
更
等
が
歴
史
的
、
芸
術
的
、
学
術
的
等
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
み
て
妥
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。

５　

重
要
文
化
財
の
公
開
停
止
又
は
中
止
命
令
（
文
化
財
保
護
法
第
五
一
条
第
五
項
）

に
係
る
行
政
手
続
法
第
一
二
条
第
一
項
に
よ
る
処
分
基
準
に
つ
い
て

　
　

重
要
文
化
財
の
所
有
者
、
管
理
責
任
者
又
は
管
理
団
体
が
重
要
文
化
財
の
管
理
に

関
す
る
文
化
庁
長
官
の
必
要
な
指
示
に
従
わ
ず
に
行
わ
れ
た
公
開
で
、
次
に
該
当
す

る
場
合

　
　

・　

公
開
が
指
定
物
件
の
保
存
に
影
響
を
与
え
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

６　

重
要
文
化
財
の
公
開
停
止
又
は
中
止
命
令
（
文
化
財
保
護
法
第
五
一
条
第
七
項
）

に
係
る
行
政
手
続
法
第
一
二
条
第
一
項
に
よ
る
処
分
基
準
に
つ
い
て
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重
要
文
化
財
の
所
有
者
、
管
理
責
任
者
又
は
管
理
団
体
が
重
要
文
化
財
の
管
理
に

関
す
る
文
化
庁
長
官
の
必
要
な
指
示
に
従
わ
ず
に
行
わ
れ
た
公
開
で
、
次
に
該
当
す

る
場
合

　
　

・　

公
開
が
指
定
物
件
の
保
存
に
影
響
を
与
え
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

７　

重
要
文
化
財
の
公
開
停
止
又
は
中
止
命
令
（
文
化
財
保
護
法
第
五
一
条
の
二
）
に

係
る
行
政
手
続
法
第
一
二
条
第
一
項
に
よ
る
処
分
基
準
に
つ
い
て

　
　

重
要
文
化
財
の
所
有
者
、
管
理
責
任
者
又
は
管
理
団
体
が
重
要
文
化
財
の
管
理
に

関
す
る
文
化
庁
長
官
の
必
要
な
指
示
に
従
わ
ず
に
行
わ
れ
た
公
開
で
、
次
に
該
当
す

る
場
合

　
　

・　

公
開
が
指
定
物
件
の
保
存
に
影
響
を
与
え
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

８　

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
管
理
団
体
の
指
定
の
解
除
（
文
化
財
保
護
法
第
五
六
条

の
一
二
）
に
係
る
行
政
手
続
法
第
一
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
基
準
に
つ
い

て

　
　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

　

(1)　

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
所
有
者
又
は
文
化
財
保
護
法
第
五
六
条
の
一
二
の
規

定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
管
理
の
責
に
任
ず
べ
き
者
に
よ
る
管
理
が
適
当
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

　

(2)　

当
該
管
理
団
体
に
よ
る
管
理
が
困
難
又
は
不
適
当
で
あ
り
、
他
の
団
体
に
よ
る

管
理
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

９　

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
管
理
に
関
す
る
命
令
（
文
化
財
保
護
法
第
五
六
条
の

一
四
）
に
係
る
行
政
手
続
法
第
一
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
基
準
に
つ
い
て

　
　

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
を
管
理
す
る
者
に
よ
る
管
理
が
不
十
分
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
、
か
つ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

　

(1)　

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
価
値
を
著
し
く
損
な
う
こ
と
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

　

(2)　

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
の
解
除
又
は
一
部
解
除
に
つ
な
が
る
も
の
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
。

　

(3)　

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
に
相
当
程
度
支
障
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
。

10　

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
公
開
停
止
又
は
中
止
命
令
（
文
化
財
保
護
法
第
五
六
条

の
十
五
第
二
項
）
に
係
る
行
政
手
続
法
第
一
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
基
準

に
つ
い
て

　
　

重
要
文
化
財
の
所
有
者
、
管
理
責
任
者
又
は
管
理
団
体
が
重
要
文
化
財
の
管
理
に

関
す
る
文
化
庁
長
官
の
必
要
な
指
示
に
従
わ
ず
に
行
わ
れ
た
公
開
で
、
次
に
該
当
す

る
場
合

　
　

・　

公
開
が
指
定
物
件
の
保
存
に
影
響
を
与
え
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

11　

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
公
開
停
止
又
は
中
止
命
令
（
文
化
財
保
護
法
第
五
六
条

の
十
六
）
に
係
る
行
政
手
続
法
第
一
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
基
準
に
つ
い

て

　
　

重
要
文
化
財
の
所
有
者
、
管
理
責
任
者
又
は
管
理
団
体
が
重
要
文
化
財
の
管
理
に

関
す
る
文
化
庁
長
官
の
必
要
な
指
示
に
従
わ
ず
に
行
わ
れ
た
公
開
で
、
次
に
該
当
す

る
場
合

　
　

・　

公
開
が
指
定
物
件
の
保
存
に
影
響
を
与
え
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

12　

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
団
体
の
解
除
（
文
化
財
保
護
法
第
七
一
条
の
三
）

に
係
る
行
政
手
続
法
第
一
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
基
準
に
つ
い
て

　
　

以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

　

(1)　

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
所
有
者
又
は
文
化
財
保
護
法
第
七
四
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
管
理
の
責
に
任
ず
べ
き
者
に
よ
る
管
理
が
適
当
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

　

(2)　

当
該
管
理
団
体
に
よ
る
管
理
が
困
難
又
は
不
適
当
で
あ
り
、
他
の
団
体
に
よ
る

管
理
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

13　

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
に
必
要
な
命
令
（
文
化
財
保
護
法
第
七
六
条
第
一

項
）
に
係
る
行
政
手
続
法
第
一
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
基
準
に
つ
い
て

　
　

管
理
が
適
当
で
な
い
た
め
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
が
滅
失
し
、
き
損
し
、
衰
亡

し
、
又
は
盗
み
取
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
つ
、
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
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(1)　

保
存
管
理
計
画
に
定
め
ら
れ
た
基
準
に
反
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
。

　

(2)　

指
定
の
解
除
又
は
一
部
解
除
に
つ
な
が
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

　

(3)　

指
定
物
件
の
保
存
に
相
当
程
度
の
支
障
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
。

　

(4)　

指
定
物
件
の
整
備
に
相
当
程
度
の
支
障
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
。

14　

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状
変
更
等
の
許
可
の
条
件
に
従
わ
な
か
っ
た
者
に
対

す
る
現
状
変
更
等
の
停
止
命
令
又
は
許
可
の
取
消
し
（
文
化
財
保
護
法
第
八
〇
条
第

三
項
）
に
係
る
行
政
手
続
法
第
一
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
基
準
に
つ
い
て

　
　

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状
変
更
等
の
許
可
の
条
件
に
従
わ
ず
に
行
わ
れ
た
現

状
変
更
等
で
、
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

(1)　

現
状
変
更
等
が
保
存
管
理
計
画
に
定
め
ら
れ
た
基
準
に
反
し
、
又
は
そ
の
お
そ

れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

　

(2)　

現
状
変
更
等
が
指
定
の
解
除
又
は
一
部
解
除
に
つ
な
が
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
。

　

(3)　

現
状
変
更
等
が
指
定
物
件
の
保
存
に
相
当
程
度
の
支
障
と
な
り
、
又
は
そ
の
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

　

(4)　

現
状
変
更
等
が
指
定
物
件
の
整
備
に
相
当
程
度
の
支
障
と
な
り
、
又
は
そ
の
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

15　

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状
変
更
等
の
許
可
を
受
け
な
か
っ
た
者
又
は
許
可
の

条
件
に
従
わ
な
か
っ
た
者
に
対
す
る
原
状
回
復
命
令
（
文
化
財
保
護
法
第
八
〇
条
第

七
項
）
に
係
る
行
政
手
続
法
第
一
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
基
準
に
つ
い
て

　
　

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状
変
更
等
の
許
可
を
受
け
ず
、
又
は
許
可
の
条
件
に

従
わ
ず
に
行
わ
れ
た
現
状
変
更
等
で
、
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

(1)　

現
状
変
更
等
が
保
存
管
理
計
画
に
定
め
ら
れ
た
基
準
に
反
し
、
又
は
そ
の
お
そ

れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

　

(2)　

現
状
変
更
等
が
指
定
の
解
除
又
は
一
部
解
除
に
つ
な
が
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
。

　

(3)　

現
状
変
更
等
が
指
定
物
件
の
保
存
に
相
当
程
度
の
支
障
と
な
り
、
又
は
そ
の
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

　

(4)　

現
状
変
更
等
が
指
定
物
件
の
整
備
に
相
当
程
度
の
支
障
と
な
り
、
又
は
そ
の
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

別
添　
（
省
略
）


